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目次

図書館システム・ネットワークと共同利用システム

新NACSIS-CAT/ILL

電子リソースデータ共有サービス
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図書館システム・ネットワークと共同利用システム

新NACSIS-CAT/ILL

電子リソースデータ共有サービス
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共同利用システム
（NII/JUSTICE等）

データ連携（CATP） 相互のデータ連携等

図書館システム
（大学図書館等）

印刷体に
対応したシステム

電子リソースと印刷体に
対応したシステム

ダウンロード利用等

将来の共同調達・運用が
検討されている領域

新NACSIS-CAT/ILL
・国際標準への対応

電子リソースデータ
共有サービス
・ライセンス
・タイトルリスト

・国際標準への対応

図書館システム・ネットワークと共同利用システム

OCLC CBS Ex Libris Alma

図書館システム・ネットワーク

https://contents.nii.ac.jp/korekara/libsysnw
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https://contents.nii.ac.jp/korekara/libsysnw
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電子リソースデータ共有サービス

「電子リソースデータ共有サービス」とは、

電子リソースの書誌情報と契約情報を共有し、
図書館での電子リソース管理業務の
利便性を高めるサービス

2022/6/2 4
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電子リソースデータ共有サービス

共有されるデータとメニュー構成（予定）

* ERDB-JPがカバーしていない範囲についてはコミュニティの要望に応じて今後検討
** 電子ブック等のライセンスを想定

2022/6/2 5

タイトル
リスト

（ERDB-JP）*
【公開済み】

タイトルリスト
（JUSTICE）【予定】

ライセンス
情報

ライセンス（公開）**
【検討中】

ライセンス
（JUSTICE）
【テスト公開中】

電子ブックの
書誌データ

電子ブックメタデータ
（国内）【検討中】



これからの学術情報システム構築検討委員会

目次

図書館システム・ネットワークと共同利用システム

電子リソースデータ共有サービス

•サービスの位置づけ

•共有されるデータ

•ライセンス（JUSTICE）

•システムの拡張性
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サービスの位置づけ

2022/6/2 7
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新NACSIS-CAT

新NACSIS-CATNACSIS-CAT/ILL
共同利用システム
（NII/JUSTICE等）

図書館システム
（大学図書館等）

これまでの業務フロー

書誌データ 所蔵データ

登録・利用 登録

書誌データ
（参照MARC・
PREBOOK）

国会図書館・
海外図書館等

登録・利用

タイトルリスト
MARCレコード

商用ナレッジベース
（360 / EBSCO / 

SFX）

リンクリゾルバ・
ディスカバリー
サービス

印刷体に
対応した
システム

電子リソース
出版社・代理店

利用

ライセンス情報
タイトルリスト
MARCレコード
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新NACSIS-CAT

新NACSIS-CATNACSIS-CAT/ILL
共同利用システム
（NII/JUSTICE等）

図書館システム
（大学図書館等）

これまでの業務フロー

書誌データ 所蔵データ

登録・利用 登録

書誌データ
（参照MARC・
PREBOOK）

国会図書館・
海外図書館等

登録・利用

タイトルリスト
MARCレコード

商用ナレッジベース
（360 / EBSCO / 

SFX）

リンクリゾルバ・
ディスカバリー
サービス

印刷体に
対応した
システム

電子リソース
出版社・代理店

利用

ライセンス情報
タイトルリスト
MARCレコード

規模や
予算状況に
よっては

導入が難しい

取得方法やデータ形式が不統一で、
入手や管理に手間がかかる

• PDFの契約書で利用条件を
確認する

• 出版社のWebサイトで
公開されるタイトルリスト
を探してダウンロードする

• Excelで管理台帳を作成して
独自に管理する

• etc...

2022/6/2 9

各館が個別に
独自の工夫で対応
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新NACSIS-CAT新NACSIS-CAT/ILL
共同利用システム
（NII/JUSTICE等）

書誌データ 所蔵データ

新NACSIS-CAT
図書館システム

（大学図書館等）

リンクリゾルバ・
ディスカバリー
サービス

印刷体に
対応した
システム

電子リソースと
印刷体に対応した

システム

登録・利用 登録

書誌データ
（参照MARC・
PREBOOK）

提案書

登録・利用

電子リソース
出版社・代理店

商用ナレッジベース
（360 / EBSCO / 

SFX）

利用

国会図書館・
海外図書館等

電子リソースデータ
共有サービス

ライセンス
タイトルリスト

JUSTICE

JUSTICE提案の
ライセンス情報
タイトルリスト

ダウンロード
利用 データ連携

許諾

タイトルリストライセンス情報
タイトルリスト

これからの業務フロー
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新NACSIS-CAT
共同利用システム
（NII/JUSTICE等）

新NACSIS-CAT
図書館システム

（大学図書館等）

リンクリゾルバ・
ディスカバリー
サービス

印刷体に
対応した
システム

電子リソースと
印刷体に対応した

システム

これからの業務フロー：電子リソースデータ共有サービス

提案書JUSTICE

登録・利用

電子リソース
出版社・代理店

ライセンス情報
タイトルリスト

ライセンス情報
タイトルリスト

商用ナレッジベース
（360 / EBSCO / 

SFX）

利用

電子リソースデータ
共有サービス
ライセンス情報
タイトルリスト

JUSTICE提案の
ライセンス情報
タイトルリスト

許諾

(a)ダウンロード利用 (c)図書館システム
からの直接参照

(b)API
参照
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新NACSIS-CAT
共同利用システム
（NII/JUSTICE等）

電子リソースデータ
共有サービス
ライセンス情報
タイトルリスト

新NACSIS-CAT
図書館システム

（大学図書館等）

リンクリゾルバ・
ディスカバリー
サービス

印刷体に
対応した
システム

電子リソースと
印刷体に対応した

システム

これからの業務フロー：電子リソースデータ共有サービス

提案書JUSTICE

JUSTICE提案の
ライセンス情報
タイトルリスト

登録・利用

電子リソース
出版社・代理店

ライセンス情報
タイトルリスト

ライセンス情報
タイトルリスト

商用ナレッジベース
（360 / EBSCO / 

SFX）

利用(a)ダウンロード利用 (c)図書館システム
からの直接参照

許諾

(b)API
参照

JUSTICE会員館は、
JUSTICEを通じて
契約した内容が*

「同一形式で」
「1か所で」
取得可能に

2022/6/2 12

* 出版社・代理店等から
許諾のあった内容に
限られます。
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共有されるデータ
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新NACSIS-CAT
共同利用システム
（NII/JUSTICE等）

電子リソースデータ
共有サービス
ライセンス情報
タイトルリスト

新NACSIS-CAT
図書館システム

（大学図書館等）

リンクリゾルバ・
ディスカバリー
サービス

印刷体に
対応した
システム

電子リソースと
印刷体に対応した

システム

共有されるデータ

提案書JUSTICE

JUSTICE提案の
ライセンス情報
タイトルリスト

登録・利用

電子リソース
出版社・代理店

ライセンス情報
タイトルリスト

ライセンス情報
タイトルリスト

商用ナレッジベース
（360 / EBSCO / 

SFX）

利用(a)ダウンロード利用 (c)図書館システム
からの直接参照

許諾

(b)API
参照
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共有されるデータ

電子リソースデータ共有サービスで、
共有されるデータとメニュー構成（予定）

* ERDB-JPがカバーしていない範囲についてはコミュニティの要望に応じて今後検討
** 電子ブック等のライセンスを想定

2022/6/2 15

タイトル
リスト

（ERDB-JP）*
【公開済み】

タイトルリスト
（JUSTICE）【予定】

ライセンス
情報

ライセンス（公開）**
【検討中】

ライセンス
（JUSTICE）
【テスト公開中】

電子ブックの
書誌データ

電子ブックメタデータ
（国内）【検討中】
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共有されるデータ

電子リソースデータ共有サービス
https://contents.nii.ac.jp/korekara/libsysnw/e-resources

ERDB-JP 【公開済】
2015年4月1日公開
日本で刊行された電子リソースのタイトルリストを大学・出版
社・ナレッジベースベンダーが協力して作成し、共有

 https://erdb-jp.nii.ac.jp/

タイトルリスト（JUSTICE）【予定】
 JUSTICE提案パッケージのタイトルリストの共有
KBART形式*での提供を検討中

2022/6/2 16

• KBART形式（Knowledge Bases and Related Tools）：米国情報標準化機構（NISO）が公開し、維持管理を行っている、電子リ
ソースのメタデータ交換のための推奨指針。 https://www.niso.org/standards-committees/kbart

https://contents.nii.ac.jp/korekara/libsysnw/e-resources
https://erdb-jp.nii.ac.jp/
https://www.niso.org/standards-committees/kbart
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共有されるデータ

ライセンス（JUSTICE）【テスト公開中】
出版社・学会等がJUSTICEに提出した電子リソース製品のラ
イセンス情報の共有

 https://contents.nii.ac.jp/korekara/libsysnw/e-resources/licenses-justice

ライセンス（公開）【検討中】
一般公開可能なライセンス情報の共有
電子ブック等のライセンスを想定

電子ブックメタデータ（国内）【検討中】
KinoDen（紀伊國屋書店）、Maruzen eBook Library
（丸善雄松堂）、OpenBD等から収集・統合した国内電子
ブックメタデータの共有

2022/6/2 17

https://contents.nii.ac.jp/korekara/libsysnw/e-resources/licenses-justice
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ライセンス（JUSTICE）

2022/6/2 18
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ライセンス（JUSTICE）

提供する「ライセンス情報」は大きく二つ

利用条件（利用者へ公開すべきもの）
例）ILL可否、教材への利用可否、リモートアクセ
ス可否、学外者の来館利用可否

管理用の項目
例）契約終了後のアクセス条件、DDP情報*、学認
対応有無

2022/6/2 19

• DDP（Deeply Discounted Price/Print）：定価から大幅に値引きされた価格。電子ジャーナルパッケージの契約を条件に、
紙媒体が大幅な値引き価格で提供されることがある。
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共有されるデータ：ライセンス
（JUSTICE）

https://contents.nii.ac.jp/sites/default/files/korekara/2022-03/e-resources_license-terms.pdf

ライセンス項目一覧（テスト公開用）
注）2023年向け提案を公開する際は形式を変更する予定です。

2022/6/2 20

https://contents.nii.ac.jp/sites/default/files/korekara/2022-03/e-resources_license-terms.pdf
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利用方法

2022/6/2 21
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新NACSIS-CAT
共同利用システム
（NII/JUSTICE等）

電子リソースデータ
共有サービス
ライセンス情報
タイトルリスト

新NACSIS-CAT
図書館システム

（大学図書館等）

リンクリゾルバ・
ディスカバリー
サービス

印刷体に
対応した
システム

電子リソースと
印刷体に対応した

システム

利用方法

提案書JUSTICE

JUSTICE提案の
ライセンス情報
タイトルリスト

登録・利用

電子リソース
出版社・代理店

ライセンス情報
タイトルリスト

ライセンス情報
タイトルリスト

商用ナレッジベース
（360 / EBSCO / 

SFX）

利用(a)ダウンロード利用 (c)図書館システム
からの直接参照

許諾

(b)API
参照
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利用方法：ライセンス（JUSTICE）

a. ダウンロード利用【テスト公開中】
• 2022年冬正式サービス開始予定
• サービスページ（ダウンロードサイト）をブラウズ／検索し、自
館に必要なものをダウンロード利用

b. API参照【調整中】
• OPAC/ディスカバリーサービスや図書館ウェブサイトから、共
同利用システムが提供するAPIを通じてライセンスデータを取得
し、利用者へ提示

c. 図書館システムからの直接参照【調整中】
• 対応システムから、電子リソースデータ共有サービスを直接参照
し、必要なものを取り込んで利用

• API Keyの事前申請が必要
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利用方法： (a)ダウンロード利用

https://contents.nii.ac.jp/korekara/libsysnw/e-resources/licenses-justice

ライセンス（JUSTICE）サポートサイト

2022/6/2 24

https://contents.nii.ac.jp/korekara/libsysnw/e-resources/licenses-justice
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利用方法： (a)ダウンロード利用

JUSTICE会員館に共有されたIDとパスワードでログインする。

※テスト公開中の画面です。本公開までに変更する可能性があります。

ダウンロードサイト＞出版社

2022/6/2 25
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利用方法： (a)ダウンロード利用

※テスト公開中の画面です。本公開までに変更する可能性があります。

ダウンロードサイト

2022/6/2 26
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ダウンロードサイト＞出版社

利用方法： (a)ダウンロード利用

※テスト公開中の画面です。本公開までに変更する可能性があります。

2022/6/2 27
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利用方法： (a)ダウンロード利用

※テスト公開中の画面です。本公開までに変更する可能性があります。

ダウンロードサイト＞出版社＞提案年

※一部、JUSTICE会員館限定の情報を隠しています。

2022/6/2 28
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利用方法： (a)ダウンロード利用

※テスト公開中の画面です。本公開までに変更する可能性があります。

ダウンロードサイト＞出版社＞提案年＞パッケージ詳細

※一部、JUSTICE会員館限定の情報を隠しています。

2022/6/2 29
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利用方法： (a)ダウンロード

テキストファイルを
ダウンロード！
• UTF-8
• タブ区切り

※テスト公開中の画面です。本公開までに変更する可能性があります。

ダウンロードサイト＞出版社＞提案年＞パッケージ詳細
＞ダウンロード画面

※一部、JUSTICE会員館限定の情報を隠しています。
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利用方法： (a)ダウンロード利用

※テスト公開中の画面です。本公開までに変更する可能性があります。
※一部、JUSTICE会員館限定の情報を隠しています。

ダウンロードサイト＞出版社＞提案年＞パッケージ詳細

ライセンス情報には
パッケージ単位で

ユニークなIDが付与されている

2022/6/2 31



これからの学術情報システム構築検討委員会

利用方法： (a)ダウンロード利用
図書館システムでの活用イメージ

図書館システムに
ライセンス情報をアップロードし、
書誌データにユニークなIDを入力

※イメージ図です。

2022/6/2 32
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利用方法： (a)ダウンロード利用

OPACやディスカバリーサービスで
書誌詳細ページに利用条件を表示

※イメージ図です。

図書館システムでの活用イメージ
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利用方法：ライセンス（JUSTICE）

a. ダウンロード利用【テスト公開中】
• サービスページ（ダウンロードサイト）をブラウズ／検索し、自
館に必要なものをダウンロード利用

• 2022年冬正式サービス開始予定

b. API参照【調整中】
• OPAC/ディスカバリーサービスや図書館ウェブサイトから、共
同利用システムが提供するAPIを通じてライセンスデータを取得
し、利用者へ提示

c. 図書館システムからの直接参照【調整中】
• 対応システムから、電子リソースデータ共有サービスを直接参照
し、必要なものを取り込んで利用

• API Keyの事前申請が必要
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利用用法： (b)API参照

ライセンス情報を、APIを用いて自動で取得する。
APIで取得するライセンス情報

2022/6/2 35
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利用用法： (c)図書館システムからの
直接参照

Ex Libris社 Alma について、2022年6月より
開始予定
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これからの学術情報システム構築検討委員会

ライセンス（JUSTICE）【テスト公開中】

みなさまからのフィードバックを
お待ちしています

https://contents.nii.ac.jp/korekara/libsysnw/e-resources/licenses-justice
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これからの学術情報システム構築検討委員会

電子リソースデータ共有サービス

共有されるデータとメニュー構成（予定）

* ERDB-JPがカバーしていない範囲についてはコミュニティの要望に応じて今後検討
** 電子ブック等のライセンスを想定

タイトル
リスト

（ERDB-JP）*
【公開済み】

タイトルリスト
（JUSTICE）【予定】

ライセンス
情報

ライセンス（公開）**
【検討中】

ライセンス
（JUSTICE）
【テスト公開中】

電子ブックの
書誌データ

電子ブックメタデータ
（国内）【検討中】
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これからの学術情報システム構築検討委員会

システムの拡張性

2022/6/2 39



これからの学術情報システム構築検討委員会

システムの拡張性

電子リソースのMARCレコード共有
 ERDB-JPの統合
 出版社MARCレコード
 NII-REO収録のMARCレコード

電子リソースのコンソーシアム一括購入の管理
 NII-REO

契約情報、アクセス統計等の集約
電子リソース所蔵レコードやデジタルアイテムの収集・
公開

システム的に実現可能となる機能の例示です

2022/6/2 41



これからの学術情報システム構築検討委員会

最新情報を公開します

https://contents.nii.ac.jp/korekara/libsysnw/e-resources
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